
第 1回 建築積算の基本(1) 
 

１．基本はこれだけ！ 

 

  積算の基本は、材料に材料費を掛ける ということ。 

図面を読んで、どの材料がどのくらい必要か考えます。この作業を「数量拾い」といいます。 

そして、拾った数量にそれぞれの材料費を掛けていきま。材料費のことを「単価」と言います。 

「数量」に「単価」を掛けることを「値入れ」といいます。 

でもそれだけでは、赤字です。他にも工事費に入れなければならないことがあり、それにはルール

があります。では、工事費はどのような構成になっているのか、教科書を参考にしてみましょう。 

 

２．工事費の構成(教科書 P8、9「1・2 工事費の構成」  

 

 教科書を見ながら、工事費の構成記入して下さい。 

 

 工事費を決めるのは、材料費だけではない！！大工さんや交通整理員の人件費も必要です。 

さらに、保険や見積書のコピー用紙なども経費のうち。それに利益率を掛けて、最終的に工事費 

となります。思った以上に、いろいろな金額が乗ってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 直接工事費 

 
・工事に関係するが、 

直接工事費に含まれ 

ないもの 

・現場事務所、 

仮設便所、倉庫、 

交通整理など 

工事原価 

 

 ・人件費に含まれない交通費、

保険料、現場で使う事務用品

など 

・工事原価の 10％程度 

・会社の利益、広告費、税金など 

・ボーナス、社員旅行費など 

工事費 

消費税等相当額 



３．数量の種類について(教科書 P14、15) 

 

  数量と一口に言っても、図面のとおり拾えばいいもの、図面には書いていないので自分で決めて

拾うものなど、内容は様々です。大きく分けると、3種類に分けられます。 

それぞれの数量はどんなものか、教科書を参考にまとめて下さい。 

また、それらの数量には具体的にどのようなものがあるのか、教科書を参考に考えて下さい。 

 

① 設計数量 

どんな数量ですか？ 

 

 

 

該当する工種は？ 

 

 

 

② 所要数量 

どんな数量ですか？ 

 

 

 

該当する工種は？ 

 

 

 

③ 計画数量 

どんな数量ですか？ 

 

 

 

該当する工種は？ 

 

 

 


